
毅
行
信
託
に
お
け
る
「
ヒ
ト
」
と
「
モ
ノ
」

－
　
「
名
」
　
の
事
を
　
と
　
お
　
し
　
て
　
　
ー

百
次序第

二
即

賃
ニ
蹄

茅
二
三
両

小
塙
の
意
団

モ
ノ

「
着
L
　
と
そ
の
対
象

ヒ
ト

「
着
目
し
　
と
そ
の
耳
象

緒

が

に

代

え

て

序
　
小
塙
の
貴
国

教
行
篤
駆
け
攻
め
て
言
う
ま
で
も
甘
く
、
親
密
が
多
く
の

経
論
釈
疏
を
引
証
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
．
浄
土
貴
市
の
家
産

の
体
義
代
を
ェ
孔
成
し
た
も
の
で
あ
り
・
本
え
け
漂
え
体
、
で
誘

う
．
現
存
す
る
塀
管
や
筆
の
玖
見
本
に
は
∴
詐
取
な
訓
受
舛

碕
さ
れ
て
▼
い
て
、
そ
れ
に
十
っ
て
、
兼
営
が
原
環
入
、
寺
号
の

よ
j
に
訓
読
し
た
か
き
知
る
こ
と
が
出
来
る
：
玖
東
本
の
漂

え
如
凌
史
上
．
の
鐘
置
付
け
持
、
夙
に
小
林
普
碇
博
＼
ナ
主
よ
与
∴

泉
　
辻
　
確
　
ノ
神

（

注

ユ

）

て
明
子
？
い
に
∵
い
れ
て
い
う
と
：
ろ
で
為
る
。

さ

て

、

城

東

冬

に

お

け

る

「

應

し

享

の

別

法

に

つ

い

て

、

（
謹
　
2
）
．

小
林
博
士
は
次
の
如
く
蟻
定
言
ウ
れ
予
二

辛

で

　

「

庖

L

を

適

確

「

斎

」

　

「

姦

し

　

の

解

く

国

定

訓

と

し

て

用

い

て

不

詮

と

し

な

い

。

さ

れ

は

乎

妥

時

代

の

一

鶴

に
け
闇
∵
や
れ
行
J
い
細
∵
声
で
款
　
る
。

の

　

名

詞

と

し

て

の

紬

∵

L

H

∵

、

↓

ヒ

ト

L

と

「

モ

ノ

L

の

刑
が
あ
る
が
、
「
ヒ
ト
L
　
は
人
洞
に
糾
し
．
、
「
モ
ノ
L

り
亨
脾
を
訓
す
る
∴
こ
奥
∵
に
肋
∵
耳
二
義
　
」
を
謝
す
る
。
こ

れ

は

一

児

平

素

初

期

の

か

淳

に

似

て

い

る

ポ

1

　

印

字

1

為

し

タ

」

「

モ

ノ

L

と

訓

む

こ

て

り

新

し

い

劉

声

で

あ

っ

て
、
「
ヒ
ト
L
　
の
訓
∵
こ
銅
せ
勘
え
る
と
、
把
の
仏
身
命
と

け
密
㌻
マ
訓
定
空
で
ゑ
‡
宰

こ
▼
の
▼
培
定
一
の
御
説
明
に
よ
る
と
、

一
見
．
玖
泉
本
に
H
∵
人

l
〇
五



物
に
ふ
㌢
十
た
「
モ
ノ
」
か
例
が
魚
い
か
の
印
象
．
そ
受
け
わ
の

で
あ
る
畔
、
音
階
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ほ
攻
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如

き
か
如
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蒔
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預
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ハ
ク
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＋
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イ
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∵
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ス
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膏
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．
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∴
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A
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千
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．
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語

へ
巧
ノ
F
）

凰
窄
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添
詞
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り
・
∵
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憲
∵
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後
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．
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∴
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∵
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一
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ス
ル

薦
欲
r一ト
軋
－
得

、

へ
し
　
巾
　
ら
　
l
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こ
7
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一
7

．
一
∵
∴

五
　
〓
「

「
為

竺
丁

賢
く誹
．け

し

　

　

－

ほ
ぅ
条
丹
花
弼
L
　
の
充
軍
で
み
h
ノ
、
一
丈

ヲ

　

　

ノ

ハ
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′
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．
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∵
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∴
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ヲ
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ヤ

ト

混
汝
壌
・
入
食
唾
　
為
女
」
　
（
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〇
七
3
）

ニ

　

　

　

ー

し
　
ハ
、
　
シ
ナ
′

笑
範
埼
一

I

 

t

－

軋
ハ
た
二
土・T
l
l
－

ス
ラ
ー
．
パ
ノ
ー
1
≒
ノ

流
化
．
！
為
譲
与
だ
宅
的
讐
冶

ー
l
′
　
ス
ル

奴
釆
鼠

一

　

　

　

－

　

、

（
五
去
　
八
㌻
．
）

占
　
射
し
晶
即
へ
む
萄
報
封
動
き
抗
戦
↑
：
ニ
且

－

　

こ

　

c

l

l

＝

こ

で

触

れ

て

訂

小

招

け

訂

ら

甘

い

も

の

l

二

、

博

士

の

誰

か

硬

た

「

解

訓

の

挿

細

化

し

の

事

象

が

存

す

る

。

1

綾

旬

＝

の

珂
柚
∵
圧
し
と
は
、
瑠
ナ
に
ょ
れ
廿
、
「
畢
七
「
二
萄
L
 
r
∵
ガ
い

て
、
、
細
と
し
て
は
単
l
。
接
続
坤
詞
「
バ
し
そ
よ
い
瑞
の
ま
で

（
追
午
）

1

毛

ノ

L

と

晶

一

約

に

訓

す

る

よ

う

し

に

甘

る

料

象

を

∵

‰

7
　
鞄
窮
地
賦
解
禁
耳
明
和
射
刹
　
（
ニ
七
〇
：

三

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

．

こ
の
　
1
着
L
早
「
頒
布
L
J
の
漆
調
に
労
る
と
考
え
り
れ
説

加
が
う
抽
与
き
直
一
的
に
「
モ
ノ
」
　
と
訓
す
l
る
現
象
を
山

林

博

士

は

、

増

え

訓

読

史

上

に

「

朝

潮

の

詞

訓

化

」

と

し

て

規
定
せ
ら
れ
上
の
で
あ
る
。
．
貢
だ
、
「
し
の
増
え
紬
韓
史
上
の

密
遽
受
孝
に
形
、
可
約
の
1
し
の
l
と
し
て
柁
旅
す
る
だ
け
で
l
持
十

会
で
な
＝
ト
で
翁
ろ
、
フ
。
「
詣
号
叫
化
し
　
て
缶
と
∵
フ
こ
と
将
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
訊
舞
え
神
原
漕
叉
の
肴
遠
二
プ
？
幕
政
内
患

よ

り

も

一

席

構

っ

た

も

の

と

与

る

＝

と

き

食

味

守

る

。

即

ち

上
に
掲
｛
ニ
ケ
明
夫
り
、
ノ
、
7
1
の
訓
読
文
に
つ
い
て
だ
れ
ば
、



二
軍
軸
化
し
　
て
る
＝
＞
L
に
ょ
　
っ
て
　
「
為
L
　
は
相
棒
ブ
性
を
喪
失

す
る
反
面
、
人
物
を
意
味
す
る
　
「
モ
ノ
L
に
転
す
る
可
熊
性

を
享
ひ
こ
と
に
な
る
の
は
、
白
魚
の
啓
と
言
っ
て
よ
い
で
．
あ

う
、
つ
。
鋤
享
の
輌
琵
薄
の
変
遷
口
、
宮
口
、
物
音
か
ら
　
「
貫

へ
は
‘
〕

詞
L
　
へ
と
い
う
智
的
醇
化
芭
作
っ
て
言
る
の
で
あ
る
。
但
し

一

t

／

「

詞

翻

化

し

　

し

た

　

「

着

L

か

7

㌢

て

人

物

茎

泰

わ

て

わ

け

で

ほ
∴
甘
い
。
例
∵
も
げ
、

う
。
小
梅
で
、
口
、
そ
の
息
き
討
究
し
て
み
た
、
い
一

l
t
ノ

帯
一
節
　
「
易
し
　
と
㌣
の
対
象
一

モ

ノ

　

　

　

L

し

ト

書
す
碩
東
本
に
こ
拾
い
碍
る
「
属
し
　
「
名
」
　
の
例
教
を
櫓
げ

ニ
　
毛
ト
メ
　
　
〓
　
こ
ノ
テ
　
ク
大
仙

は
　
急
裏
へ
　
阜
「
作
血
三

ト
音

、

顛
軋
（
＆
鶴
朝
射
亨
右
警
芸

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

（

一

七

一

・

2
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了
し
　
あ
ノ
＼
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モ
ノ

「
為
し

ヒ
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「
為
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一

幸
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角
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四
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着
へ
果
報
着
名
、
乙
為
方

－

－
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一

こ
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㍉
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．
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H
、
「
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二

九
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コ
ト
L
　
に
晋
J
膏
え
缶
こ
し
と

卸
可
能
で
あ
る
．

1
t
／

†
て
、
：
の
よ
う
に
「
珂
細
化
し
し
た
　
「
易
し
　
が
転
じ
て

人

物

を

患

わ

了

小

石

い

け

．

人

脈

に

ょ

っ

て

環

境

せ

ら

れ

る

一
・
t
ノ

こ
と
で
あ
る
が
、
攻
来
年
の
　
「
為
L
　
に
は
、
人
物
盲
表
わ
す

と
考
え
得
る
事
例
か
貌
乾
／
ィ
く
含
ま
れ
る
。
、
、
の
詳
細
は
ー
戎
節

l
二
株
、
ヾ
る
　
こ
と
に
L
 
r
　
い
。

以

上

の

僻

く

、

人

物

き

承

わ

了

の

に

　

「

［

ト

L

　

と

　

「

モ

ノ

L

と

の

前

納

∵

肛

用

言

∵

わ

れ

て

い

る

と

す

れ

げ

、

号

し

こ

に

何

ら

か

の

音

別

の

硯

準

が

存

在

す

る

の

で

け

な

∴

∵

小

心

二

裡

料

∵

丁

痢

ナ

一

一

｛

ノ

．
・
叫
・
㌦
L
　
　
‥
・
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ニ
ー
呵

頭
に
、
‥
牲
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の
耳
例
誓
言
左
．
記
の
讃
歌
寸
宗
．
ら
の
封
酢
．
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辻
　
7
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の
中
・
に
二
認
め
、
う
血
ろ
二

無
量
卑
語
　
観
東
壁
希
埠
∴
阿
井
陀
潅
l
　
大
西
弥
陀
蕗

食
骨
義
解
泉
食
　
魚
葦
璃
孝
γ
尊
堂
経
　
穴
ヰ
澤
東
経

大
方
者
大
魚
経
　
首
相
昂
三
▼
味
経
　
遭
．
略
絶
　
牲
華
経

穴
埠
経
　
映
卑
三
昧
経
　
穴
溝
頂
坤
理
経
　
薩
速
見
範

子
絶
　
大
衆
人
農
場
埼
十
輸
躍
　
十
．
躇
咄
響
沖
誰
　
を
号

寿
経
塘
婆
環
令
顧
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塙
・
．
華
止
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寸
土
冷
註
．
淘
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寿
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五
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極
略
譜
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瑞
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結
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礼
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量
布
確
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最
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叉
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天
台
搾
取
犠
　
往
生
牽
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妥
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顆
阿
弥
陀
仏
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蜜
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確
　
施
撥
浄
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束
元

悸
明
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法
界
次
第
初
門

札
が
耽
管
の
正
信
合
仏
侍
血
行
　
に
白
状
を
含
む
。一
〇
℃
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へ
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U

（
　
「
光
年
淫
東
経
し
　
〕

二
三



「
「
膿
喪
号
義
経
L
）

（
　
「
．
妄
妾
象
L
　
祈
列
の
　
「
骨
二
什
淫
繋
蒸
し

取
⊥
落
失
｝

（
　
「
大
貴
経
」
所
収
「
日
掛
推
し
海
七
の

痛
こ

（
　
「
冬
楽
果
し
荊
引
＝
の
　
「
入
集
鋒
L
取
養

え
）

（
プ
「
患
葦
寿
都
泉
会
し
　
）

へ
　
「
潅
碩
経
L
　
）

此
に
依
れ
ば
、
前
半
「
学
を
塞
農
L
ま
で
の
小
五
例
ロ
、

診
疏
低
額
の
頚
で
あ
っ
て
、
霊
威
本
え
か
ら
の
引
用
ほ
含

ま
れ
て
∴
y
な
い
∵
確
守
九
例
ほ
餐
華
の
封
耐
芸
！
為
る
ふ
二
子

の
平
、
経
．

11
櫓
で
、
為
る
。
え
、
杓
京
的
l

＝
見
る
の
．
に
＝
・
隼
「

怜
仏
堅
五
節
町
域
毒
し
、
ね
「
合
仏
者
L
・
幻
「
専
念
似
る

」
、
給
「
筑
‘
露
草
」
1
、
∴
存
「
絶
遠
革
L
∴
印
㈲
「
人
威
徳
為

し
、
甲
「
．
賀
三
時
肴
し
の
朝
く
で
碗
力
．
．
一
1
搾
生
者
」
、
柏
倉

・
・
∴
“
・
∴
∴
′
．
∴
！
…
、
∵
‥
∴
∵

珂
弥
陀
接
種
に
お
．
い
て
埼
封
切
を
味
を
控
〕
語
い
と
芳
む
ら

暗
る
。
え
、
釈
尊
の
会
話
に
見
え
る
譜
で
も
廓
∵
る
＝

二
千
例
対
か
例
と
∵
う
教
与
は
、
絶
吾
的
に
絹
布
落
差
と

目
す
：
敵
い
柾
、
こ
埠
牢
食
倒
で
努
夕
か
ら
∵
＝
の
蒙
を
寵

癒
し
て
＝
初
午
い
た
い
。

二
四

一

t

ノ

そ
こ
で
、
先
輩
の
、
1
バ
易
し
　
の
用
い
ら
れ
に
事
例
（
男
乃

肇
7
7
符
門
〕
至
再
検
討
し
て
み
る
伊
に
．
＝
の
す
得
勉
「
将
兵

に
「
謹
賀
絶
し
、
邦
n
「
渚
土
論
蓋
し
に
拘
引
の
　
「
頼
長
孝

轟
経
」
玖
食
え
、
朋
∵
汀
ふ
明
し
・
．
く
「
．
誇
土
塊
誼
に
殆
封
の
「
重

畳

有

線

L

本

丸

、

啓

口

与

尊

「

推

せ

礼

鱗

し

殉

封

の

「

折

紙

咋
繕
」
沓
女
∵
れ
夫
々
封
印
斗
あ
っ
′
て
∵
＼
し
離
ら
ほ
敷
く
経
奥

本
太
平
の
鰭
句
で
あ
る
と
＝
ろ
に
共
通
櫨
が
終
着
∵
わ
由
る
。

た
∴
ゞ
符
だ
け
H
、
．
そ
管
1
瑠
河
・
称
柁
仏
鳴
L
　
の
封
蘭
用
で
．
あ
っ

て
唯
と
易
る
．
。

以

上

の

、

食

味

受

け

法

華

の

両

面

の

ら

の

芳

容

の

霊

泉

に

ま
れ
ふ
㌍
　
「
姦
し
　
の
r
ヒ
、
卜
L
　
「
モ
ノ
し
の
部
巨
レ
分
け
は
、

キ
J
い
諭
釈
放
埠
頭
の
訓
韻
1
‥
か
い
て
〃
ニ
工
㌍
∴
絶
腰
庫
豆

の
判
読
「
お
い
て
H
、
得
失
の
語
を
隙
い
て
封
じ
分
？
互
・
せ

サ
ド
「
∵
〕
子
ノ
」
　
と
高
じ
ら
れ
㌫
傾
向
鮮
窺
わ
れ
る
っ

篇
二
千
帝
．
∴
鐸
撃
に
代
え
て

「
為
し
．
が
人
物
を
奉
れ
寸
堵
ふ
ェ
ト
つ
い
言
∴
．
篇
二
一
二
節

に
迫
へ
、
た
と
ご
ろ
を
確
め
て
泉
市
す
れ
ば
項
の
旬
く
な
る
。



「
I
の
〓
日
中
烈
誓
」
」
つ

「
　
モ
ノ
　
L
　
の
対
象

†

衆
生
　
葛
生

人
民
　
八
人
　
乾
い
痙

王
　
′
是
　
政
　
公
岬

町
聞
世
　
比
旦
確
、

？
自
力
　
L
　
で
あ
る
こ
茹

仏
　
何
揮
、
柊
が
永

世
等
　
菩
薩
　
人
ら
大

師倉

仏

者

．

巧

法

者

　

玖

隷
属
l
　
瘍
璧
逐
磨

大
威
徳
者
　
應
大
塔
釣

糸
　
碑
浮
灸
奄
　
固
行

為
　
′
軋
緑
風

1．1．．

受
三
峰
為
　
年
生
希

二
　
咋
依
仏
名
　
噸
往
生

萄
　
飲
特
待
生
各
条

一

　

烏

　

合

生

薦

「
ヒ
ト
L
　
と
「
モ
ノ
L
と
▼
の
対
象
の
分
布
ふ
㌢
沌
け
、
囁
ね

殖
補
間
揉
幸
二
与
し
て
い
る
。

詑
「
∵
藍
ヾ
ト
∵
解
く
、
浮
上
放
指
呼
の
埠
幹
壬
与
て
西
井
柁

如
風
塵
伊
に
協
移
譲
菩
薩
と
鳩
め
、
食
言
竹
鳥
、
門
弦
鬼
気
孝
、

浮
上
歌
の
絶
て
級
抽
∵
「
言
↑
十
L
モ
叶
げ
軋
る
対
琴
と
、
な
っ
て
い

る
。
即
ち
、
「
ヒ
了
了
　
ほ
‥
久
よ
う
に
略
啓
高
∵
に
用
∵
∵
ら
新

て

い

る

の

に

対

し

て

、

1

ノ

く

ノ

L

持

、

よ

く

人

絹

せ

風

の

帽

絶
、
職
貰
、
腎
を
喜
怒
の
刹
牽
く
、
．
叙
靖
子
れ
な
べ
J
二
切

晩
生
と
表
れ
て
爪
∵
に
＝
伺
∴
∵
年
れ
て
∵
い
ろ
y
：
秀
え
、
。
机
る
。

L
か
ら
は
、
「
ヒ
ト
L
　
と
　
「
　
／
七
ノ
　
L
 
Y
に
H
磁
極
の
ゑ
村

あ

る

と

判

封

1

て

よ

　

い

の

で

あ

ろ

う

か

。

孝
養
は
、
・
竺
融
言
、
亨
を
噂
代
の
和
え
と
調
透
し
㍗
株
、－

ヽ

r
毛
ノ
L
言
言
∵
．
二
∴
惰
軽
∵
韓
嵐
蒜
L
　
解
語
か
ら
中
る
が

「
ヒ
ト
L
　
と
の
価
伯
の
差
益
二
八
3
小
㍉
っ
〔
と
∴
∵
カ
ぇ
彿
粗
∵
邑

〔
・
迂
工

魯
軽
い
ヽ
「
、
一
し
ト
∴
や
有
る
．
∵
ソ
て
刺
で
H
、
吹
丸
木
の
鴫
会
は
い

い
佃
で
あ
∵
勺
、
う
∴
単
二

ト

ナ

レ

ヘ

　

ス

　

メ

山

ト

　

　

二

　

へ

　

ノ

ヘ

　

ヒ

千

　

ヲ

抑
　
妄
密
乳
。
去
ク
（
ァ
略
．
）
　
何
箱
欲
伎
二
刊
才
一
為
尊
後

で

下

　

　

　

一

卜

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

　

ー

ー

・

・

I

L

r

l

ト

・

・

r

l

・

・

・

l

・

一

t

！

…

▼

・

…

－

～

I

I

－

－

⊥

〔
「
　
ヒ
ト
L
　
巧
再
見
ヱ
外
の

不
特
愛
着
、
「
～
ノ
怒
L
一

t

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

レ

一

′

　

ヘ

　

ラ

竺
‰
畢
彗
布
埋
野
も
審
倒
孫

′

　

　

　

　

0

　

リ

　

ム

ノ

　

　

　

　

．

せ

床
止

ヤ

パ

上

（
六
七
九
3
）

二
五



こ
の
例
に
礪
て
る
確
り
、
「
モ
ノ
」
　
と
　
「
ヒ
ト
L
　
と
の
使

い

合

け

ほ

、

同

語

長

篠

を

盛

り

よ

う

と

て

う

避

根

治

に

よ

る

と
、
し
ろ
二
r
‥
‥
互
　
い
　
小
と
考
・
く
ら
由
1
る
。
久
、

ー

ン

占

い

ビ

　

　

デ

　

六

八

ム

　

　

　

ノ

　

　

　

ノ

　

ブ

」

つ

針
　
竜
骨
水
餅
受
容
私
権
菅
生
填
老

一

一

　

　

　

－

　

　

　

ユ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

ノ

　

　

　

　

　

　

↓

7

諸

仏

皐

宅

確

守

　

へ

六

三

一

3

）

．

‖
　
　
　
久
ル
ナ
H
T
　
　
ノ

旦
ぺ
八
期
碩
　
ニ
ー
せ

つ

こ
の
事
和
上
っ
い
て
言
え
廿
、
「
為
し
日
動
享
で
、
し
た

射
っ
て
「
羊
ノ
L
と
軸
∵
じ
ム
：
の
は
ふ
細
は
上
「
脅
劫
の
珂
訓
化

し
ヒ
裟
め
・
わ
れ
∵
∫
与
が
・
こ
～
の
丈
脆
羊
は
、
物
キ
櫨
を
凄

尽
し
て
官
珂
相
へ
布
く
ノ
ヘ
拘
～
‥
水
車
了
「
モ
ノ
L
化
）
睾
得

て
い
う
と
郎
釈
さ
れ
よ
う
，
史
に
言
、
な
笹
、
竣
塔
田
内
刀
捏
そ

の
よ
う
甘
譜
食
親
を
碑
4
7
し

、
上
と
堆
寮
了
る
‥
レ
C
虹
、
詭

年
が
ち
去
∴
デ
と
打
て
三
∴
．
い
与
ら
か
∴
太
㌻
呵
ト
み
言
、
て
、
「

′奪
衣
鉢
…
l
易
し
と
．
そ
れ
モ
絹
†
「
最
大
L
と
隼
相
覇
絶

－
、
し
て
周
∴
∵
ち
沼
∵
t
い
・
う
‥
と
も
、
車
半
竺
空
誓
芸
ニ
‡
品

前
て
る
も
の
の
∫
う
に
方
‥
乙
ら
れ
る
の
．
で
蔀
る
。

C
注
）

「
藷
藷
餉
強
語
の
布
教
－
　
閉
寸
豊
川
卑
青
息
と
敢

行
招
拉
一
溝
鼠
・
声
善
後
甘
え
と
の
′
甚
玖
主
よ
る
」
1
」

二
六

（
．
勧
土
語
と
句
点
背
約
一
元
輯
）
、
翫
物
権
謀
議

剖
預
の
厨
誇
史
料
珂
左
も
夢
二
音
五
三
品

2
∴
努
空
や
：
：
二
嘉
で
（
ふ
辛
や
計
牟
照

3
▼
　
『
霊
場
聖
人
車
碕
泉
城
臨
　
（
詫
巌
靡
〕
本
の
骨
・
巧

を
一
杯
て
。
．
映
て
ふ
H
 
r
　
も

4
　
前
場
号
の
拶
五
八
葡
参
だ
。

5
　
票
環
譜
文
事
謡
（
塙
代
官
竺
）
　
』
　
（
大
路
解
青
禿
∵
）
　
の

二
田
六
軒
攻
下
谷
混
。

‘
　
け
称
毒
現
俸
才
の
前
席
音
、
ユ
ニ
棄
各
級
。

7
　
雲
型
嘗
紅
六
日
ネ
恵
療
大
京
、
岩
波
書
館
）
　
の
頑
註

祐
注
に
依
る
と
‥
ろ
捏
砲
〆
て
尊
∴
い
。
、
＝
‥
‥
の
　
人
∵
富
ま

す
同
寸
百
が
、
h
絹
る
と
こ
ろ
腐
京
㌻
甘
う
寸
二
二
牛
鬼
∴
∴
∵

良
心
よ
り
翔
葱
を
友
て
る
，

詮
　
や
相
克
略
す
鴇
『
在
厳
常
人
鱒
堺
も
　
l
二
孫
う
っ
　
ナ
鶴

を
苛
て
る
に
う
り
、
司
積
年
う
え
／
人
、
の
す
恩
を
薯
っ
ド

東
急
よ
り
静
養
を
永
す
る
．

？
　
潜
縞
　
「
濠
ゞ
八
和
姦
㌘
昔
の
　
「
面
　
－
　
「
易
し
　
を
　
「
毛
ノ
L

と
訓
ど
L
と
芸
味
I
L
（
可
誓
叛
が
璃
国
籍

史
海
藻
』
．
．
（
泉
変
ね
）
、
二
五
一
乗
）
参
照
。

（
付
記
）
塙
の
域
る
に
与
ラ
▼
い
　
中
級
者
祀
花
里
の
卸
涼
紋
を
碑
㌣

ま
1
六
㌦
l
　
た
し
て
慰
磯
の
貴
と
捧
げ
ま
す
っ




